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質の高いオンライン授業に向けて 
 
はじまり 

● すべては、４月に始まった！ 
３月の卒業式は中止！ 
４月の入学式は中止！ 
４月からの授業はどうなるのだろ？　全教員が心配！ 

⇒　大学からの発表は一切なし！（４月上旬まで） 
予定は、４月７日から授業を開始 

 
● 市ヶ谷キャンパスの教員有志（数名） 

Zoom ってのがあるらしい？ 
Webex、Teams ? 
幸い１名、文系の教員でZoomに詳しい先生が１名。 
特に、兼任教員（非常勤講師）の方からの問い合わせが殺到し

た。 
 
 
 
 
 



 
 
私が中心になり、Zoomでの接続テストから開始＝>４月１日か
ら、（経営学部学部長命を受けて） 
講義Web化に向けたZoomミーティング議事録＜公開省略＞ 
合計４回、１回は９０分程度 

 
● 立命館大学（同規模私大）３月のはじめに、全教員に３００名以
上のオンライン授業が可能なZoomのアカウントを配布　⇒　驚き 
その後４月中に一旦、オンライン授業を中断（職員も出校できな

い時期があった）。 
● 国立情報学研究所が（国立大学を中心に）最新の情報を提供 

 
法政大学では、 

● オンライン授業の定義 
○ 双方向オンライン型 
○ 録画配信オンディマンド型 
○ 資料配布型 

 
● 授業期間 
４月２１日～７月１７日（通信教育のスクーリングがあるため） 

講義は１２回 
⇒結局スクーリングも中止 

ただし、４月２１日から５月中旬までは、 
実施しなくてもよい。⇒ 資料配布など 
５月の上旬まで Zoomのアカウントの配布なし。 

 
● 結局は、 

○ 「録画配信オンディマンド型」を選択された教員は、実質３
倍か、それ以上の労力が必要だった。 

⇒ 文系の教員が結構頑張っていた（自撮り）。 
⇒ 通信教育の部局で、今までの 
「メディア授業」を拡張した（専門家が撮影）。 

 
○ 私は、リアルタイム配信（双方向オンライン型） 

⇒　２．５倍から３倍の労力 



 
 

質の高いオンライン授業 
● 多くの大学、組織でオンライン授業コンテンツが蓄積されたので
はないか？ 
⇒　それらをいかに、公開 or 共有していただくか？ 
⇒　MOOC化、OER化 
私見：私のコンテンツは撮り直したい！ 
 

● 公開したコンテンツや、受講データを分析（学習分析）する。 
⇒　よい研究材料になりそう。 
 

● 専門家の力を借りなくても、結構自前（自撮り）でいいコンテン
ツができそうだ！ということに気が付いた？ 
⇒　Youtube （Live）配信や、Udemy などを使う。 
⇒　公開しなくても限定公開などを活用することができる。 
⇒   文系の教員で頑張っている方が多い。 
 

● 評価：大問題。 
⇒　紙の「定期試験」に代わるものを見つけなければ！ 
⇒　私見：Web試験を実施した。チーティング問題。 
⇒　定期試験は、なんとか実施してほしい。 
⇒　大学入学試験ができるのなら定期試験もできるのでは？ 
 

以　上 


